
TROY TECHNICAL

水素エネルギー
ウィークリーレポート
2026年10月3日-10月9日 | Issue 2026-W40

需要地点着の水素原価、インフラ、確定需要

11
分析対象

10
重点テーマ

発行 2026-10-09 | 日本語版 | 承認済み固定表紙



90秒でわかる今週 エグゼクティブサマリー
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水素エネルギー:個別発表から認定証拠へ境界が移動
日本語記事11件を棚卸しし、意思決定に重要なテーマを選定した。

シグナル 01 | 電源・原料

thyssenkrupp nucera|ポルトガルに電解槽ハ
ブ開設、2028年量産開始
thyssenkrupp nuceraは、ポルトガルのVGP Park Vila Nova de
Gaiaに、欧州初の自社運営電解槽セル中央組立ハブを開設しま
した。この7,500m2超の施設では、標準化された半自動生産ラ
インプロセスを採用し、アルカリ水電解セルの組み立てを行う
ことで、処理能力を向上させ、リードタイムを短縮します。初
期には、MoeveのOnubaプロジェクト向けにscalum® 20 MWユ
ニットを含むセルを供給する予定で、2028年にセル組立が開始
されます。

シグナル 02 | 製造

Plug Power|デンマークへ280MW電解槽を供
給、e-SAF生産への採用
Plug Powerは、デンマークのArcadia eFuelsと280MWの電解槽
供給契約を締結し、Arcadiaのボルディングボー港における持続
可能な航空燃料(e-SAF)プロジェクト「Project ENDOR」を支援
します。この契約により、Plug PowerのGenEco電解槽が再生
可能グリッド電力を使用し、日量約110トンの再生可能水素を生
産します。

シグナル 03 | 貯蔵・輸送

DynElectroのSOECスタック|25,000時間稼働
の耐久性と劣化率
DynElectroがソリッドオキサイド電解槽(SOEC)スタックの耐久
性において新たな世界記録を樹立しました。同社の特許取得済
みAC:DC技術を統合したダイナミック電解槽ユニット(DEU)は、
70セルのSolydEraスタックを用いて750°C、-0.5 A/cm2の安定
したAC:DC運転下で25,000時間(約2.9年)の稼働を達成し、劣化
率は0.05%/khという驚異的な低水準でした。

シグナル 04 | 需要用途

グリーン水素の製造コスト|PPA活用で7.2ユー
ロ/kgへの低減可能性
オランダのフローニンゲン大学の研究者らは、再生可能電力購
入契約(PPA)とハイブリッド電力供給構成を組み合わせることで、
グリーン水素の製造コストを7.2ユーロ/kgから7.3ユーロ/kgに低
減できることを算出しました。これは卸売電力調達の場合の7.7
ユーロ/kgよりも低いコストです。研究では、200 MWの電解装
置をモデル化し、大規模水素プロジェクトの財務的実現性には
長期的な収益保証、特に水素の差額契約(CfD)が不可欠であると
結論付けています。

編集判断

今週の経営判断は 需要地点着の水素原価、インフラ、確定需要 に集中する。自社条件で関連証拠
を再現できる場合だけ次へ進む。

経営の3アクション
1. 事業会社: 引取契約、電源、変換損失、物流、政策を揃えて案件を比較する.
2. 供給企業: 材料・装置性能を稼働率、安全、保守、着荷原価へ接続する.
3. 経営層: 引取、電力価格、効率、稼働率、許認可、輸送、補助.

証拠の読み方
FACTは収集記事に書かれた内容、事業への読みとACTIONは編集判断、UNKNOWNは記事だけでは確定しない項目を示す。リンク先が
あることだけで、全主張が独立検証済みとは扱わない。



今週の主要数値 条件付き証拠
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条件と一緒に読む主要数値・証拠5件

20 MW
A03

数値の条件

thyssenkrupp nuceraは、ポルトガルのVGP Park Vila Nova de Gaiaに、欧州初の自社運営電解
槽セル中央組立ハブを開設しました。この7,500m2超の施設では、標準化された半自動生産ラ
インプロセスを採用し、アルカリ水電解セルの組み立てを行うことで、処理能力を向上させ、
リードタイムを短縮します。

280MW
A05

数値の条件

Plug Powerは、デンマークのArcadia eFuelsと280MWの電解槽供給契約を締結し、Arcadiaの
ボルディングボー港における持続可能な航空燃料(e-SAF)プロジェクト「Project ENDOR」を支
援します。この契約により、Plug PowerのGenEco電解槽が再生可能グリッド電力を使用し、
日量約110トンの再生可能水素を生産します。

70セル
A11

数値の条件

DynElectroがソリッドオキサイド電解槽(SOEC)スタックの耐久性において新たな世界記録を樹
立しました。同社の特許取得済みAC:DC技術を統合したダイナミック電解槽ユニット(DEU)は、
70セルのSolydEraスタックを用いて750°C、-0.5 A/cm2の安定したAC:DC運転下で25,000時間(
約2.9年)の稼働を達成し、劣化率は0.05%/khという驚異的な低水準でした。

200 MW
A02

数値の条件

オランダのフローニンゲン大学の研究者らは、再生可能電力購入契約(PPA)とハイブリッド電力
供給構成を組み合わせることで、グリーン水素の製造コストを7.2ユーロ/kgから7.3ユーロ/kg
に低減できることを算出しました。これは卸売電力調達の場合の7.7ユーロ/kgよりも低いコス
トです。

2026年
A04

数値の条件

米国歳入庁(IRS)は、2026年の45Vクリーン水素税額控除の具体的なルールを発表し、その最大
価値を3.28ドル/kgと設定しました。この控除額は、ライフサイクル排出量、電力源、賃金要件
によって変動し、特に0.45 kg CO2e/kgの排出量境界線が大幅な控除額の違いをもたらします。
また、二酸化炭素を回収するブルー水素プロジェクトは、45Qまたは45Vのいずれかの控除を選
択する必要があることも明確にされました。

数値の読み方
数値は収集記事が示した条件と一緒に掲載する。試験法、寸法、温度、商用段階が異なる値を、条件補正なしで比較しな
い。



境界はどこで動いたか バリューチェーン / 証拠
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バリューチェーンはどこで動いたか
各段階に主テーマと補助テーマを接続する。矢印は装飾ではなく、次工程へ渡す証拠を示す。

1

電源・原料
P01/P06

thyssenkrupp nucera
は、ポルトガルのVGP
Park Vila Nova de Gaia
に、欧州初の自社運営
電解槽セル中央組立ハ
ブを開設しました。

2

製造
P02/P07

Plug Powerは、デンマー
クのArcadia eFuelsと
280MWの電解槽供給契
約を締結し、Arcadiaの
ボルディングボー港に
おける持続可能な航空
燃料(e-SAF)プロジェク
ト「Project ENDOR」
を支援します。

3

貯蔵・輸送
P03/P08

DynElectroがソリッド
オキサイド電解槽
(SOEC)スタックの耐久
性において新たな世界
記録を樹立しました。

4

需要用途
P04/P09

オランダのフローニン
ゲン大学の研究者らは、
再生可能電力購入契約
(PPA)とハイブリッド電
力供給構成を組み合わ
せることで、グリーン
水素の製造コストを7.2
ユーロ/kgから7.3ユー
ロ/kgに低減できること
を算出しました。これ
は卸売電力調達の場合
の7.

5

市場・政策
P05/P10

米国歳入庁(IRS)は、
2026年の45Vクリーン
水素税額控除の具体的
なルールを発表し、そ
の最大価値を3.28ドル
/kgと設定しました。こ
の控除額は、ライフサ
イクル排出量、電力源、
賃金要件によって変動
し、特に0.

各受渡しで必要な証拠

電源・原料 → 製造 試験条件、受入基準、故障データ、担当、判断日を渡し、再確認する: 引取、電力価格、効率、
稼働率、許認可、輸送、補助.

製造 → 貯蔵・輸送 試験条件、受入基準、故障データ、担当、判断日を渡し、再確認する: 引取、電力価格、効率、
稼働率、許認可、輸送、補助.

貯蔵・輸送 → 需要用途 試験条件、受入基準、故障データ、担当、判断日を渡し、再確認する: 引取、電力価格、効率、
稼働率、許認可、輸送、補助.

需要用途 → 市場・政策 試験条件、受入基準、故障データ、担当、判断日を渡し、再確認する: 引取、電力価格、効率、
稼働率、許認可、輸送、補助.

共通管理点

担当者が関連証拠を再現し、次を記録するまで商用判断へ進めない: 引取、電力価格、効率、稼働
率、許認可、輸送、補助.



プライオリティマップ 成熟度 / 次の判断場所
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プライオリティマップ:実装成熟度と次の判断場所

次の判断場所（上下は優劣を示さない）

実装成熟度 →

研究 試作 共同評価 製品採用 量産

技術・工程

システム・導入

事業・制度・供給

P01
P02

P03

P04

P05

P06

P07

P08
P09

P10

P01 thyssenkrupp nucera|ポルトガルに電
解槽ハブ開設、2028年量産開始
システム・導入 | 根拠: 量産

P02 Plug Power|デンマークへ280MW電解
槽を供給、e-SAF生産への採用
システム・導入 | 根拠: 採用

P03 DynElectroのSOECスタック|25,000時
間稼働の耐久性と劣化率
システム・導入 | 根拠: 統合

P04 グリーン水素の製造コスト|PPA活用で
7.2ユーロ/kgへの低減可能性
事業・制度・供給 | 根拠: 契約

P05 米国IRSの45V税額控除|2026年の控除
額は最大3.28ドル/kg
事業・制度・供給 | 根拠: 投資

P06 Dynelectroの250kW SOEC|水素生産の
耐久性と性能、1000時間稼働
技術・工程 | 根拠: 統合・事業語なし

P07 P2H2のAEM電解槽|500kWシステムの
商業稼働とコスト削減率
システム・導入 | 根拠: システム

P08 トヨタといすゞの水素燃料電池商用車|
第3世代システムの量産時期
システム・導入 | 根拠: 商用

P09 トヨタ・いすゞの燃料電池バスSora|航
続距離と水素充填時間
システム・導入 | 根拠: 発売

P10 BMWライプツィヒ工場|水素パイプラ
イン直結の稼働時期は2028年前半
事業・制度・供給 | 根拠: 水素パイプラ
イン

再現可能な配置ルール
横軸は研究・試作・共同評価・製品採用・量産の5段階。縦の帯は次の判断場所を技術・工程、システム・導入、事業・制度・供給に分
ける。まず記事見出しの根拠語を使い、見出しで判断できない場合だけ概要を参照する。上下は影響の大小を意味しない。円径は編集ス
コアを示す。



重点テーマ 01-02 FACT / 事業判断 / ACTION / UNKNOWN
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FACTは収集記事に接続し、事業への読み、ACTION、UNKNOWNは編集判断として分離する。

P01 thyssenkrupp nucera|ポルトガルに電解槽ハブ開設、2028年量産開始

A03 | 電源・原料 | 量産 日付未収録

FACT
thyssenkrupp nuceraは、ポルトガルのVGP Park Vila Nova de
Gaiaに、欧州初の自社運営電解槽セル中央組立ハブを開設しま
した。この7,500m2超の施設では、標準化された半自動生産ラ
インプロセスを採用し、アルカリ水電解セルの組み立てを行う
ことで、処理能力を向上させ、リードタイムを短縮します。初
期には、MoeveのOnubaプロジェクト向けにscalum® 20 MWユ
ニットを含むセルを供給する予定で、2028年にセル組立が開始
されます。総投資額は1,000万~1,400万ユーロで、ポルトガル
政府のCOMPETE2030プログラムから約370万ユーロの支援を
受けています。

なぜ重要か
判断上の焦点は「需要地点着の水素原価、インフラ、確定需要」
である。見出しだけで採用せず、用途と運用条件で再現できる
かを確認する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、材料・装置性能を稼働率、
安全、保守、着荷原価へ接続する。

ACTION
30日以内に、引取契約、電源、変換損失、物流、政策を揃えて
案件を比較する。結果と担当者をP01の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 引取、電力価格、効率、稼働率、
許認可、輸送、補助。

編集スコア 18/25 | 成熟度 5/5 | 判断場所: システム・導入

P02 Plug Power|デンマークへ280MW電解槽を供給、e-SAF生産への採用

A05 | 製造 | 製品採用 日付未収録

FACT
Plug Powerは、デンマークのArcadia eFuelsと280MWの電解
槽供給契約を締結し、Arcadiaのボルディングボー港における
持続可能な航空燃料(e-SAF)プロジェクト「Project ENDOR」を
支援します。この契約により、Plug PowerのGenEco電解槽が
再生可能グリッド電力を使用し、日量約110トンの再生可能水
素を生産します。また、Plug Powerは欧州および米州における
Arcadiaの合計1GW以上の追加4プロジェクトで優先サプライヤー
に指名され、クリーン水素技術の主要プレーヤーとしての地位
を強化しました。

なぜ重要か
判断上の焦点は「需要地点着の水素原価、インフラ、確定需要」
である。見出しだけで採用せず、用途と運用条件で再現できる
かを確認する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、材料・装置性能を稼働率、
安全、保守、着荷原価へ接続する。

ACTION
30日以内に、引取契約、電源、変換損失、物流、政策を揃えて
案件を比較する。結果と担当者をP02の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 引取、電力価格、効率、稼働率、
許認可、輸送、補助。

編集スコア 18/25 | 成熟度 4/5 | 判断場所: システム・導入



重点テーマ 03-04 FACT / 事業判断 / ACTION / UNKNOWN
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FACTは収集記事に接続し、事業への読み、ACTION、UNKNOWNは編集判断として分離する。

P03 DynElectroのSOECスタック|25,000時間稼働の耐久性と劣化率

A11 | 貯蔵・輸送 | 研究 日付未収録

FACT
DynElectroがソリッドオキサイド電解槽(SOEC)スタックの耐久
性において新たな世界記録を樹立しました。同社の特許取得済
みAC:DC技術を統合したダイナミック電解槽ユニット(DEU)は、
70セルのSolydEraスタックを用いて750°C、-0.5 A/cm2の安定
したAC:DC運転下で25,000時間(約2.9年)の稼働を達成し、劣化
率は0.05%/khという驚異的な低水準でした。この成果は、高
効率かつ長期安定稼働が可能なSOEC技術の商業化を大きく加
速させ、グリーン水素製造の経済性と信頼性を飛躍的に向上さ
せるものです。

なぜ重要か
判断上の焦点は「需要地点着の水素原価、インフラ、確定需要」
である。見出しだけで採用せず、用途と運用条件で再現できる
かを確認する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、材料・装置性能を稼働率、
安全、保守、着荷原価へ接続する。

ACTION
30日以内に、引取契約、電源、変換損失、物流、政策を揃えて
案件を比較する。結果と担当者をP03の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 引取、電力価格、効率、稼働率、
許認可、輸送、補助。

編集スコア 18/25 | 成熟度 1/5 | 判断場所: システム・導入

P04 グリーン水素の製造コスト|PPA活用で7.2ユーロ/kgへの低減可能性

A02 | 需要用途 | 製品採用 日付未収録

FACT
オランダのフローニンゲン大学の研究者らは、再生可能電力購
入契約(PPA)とハイブリッド電力供給構成を組み合わせること
で、グリーン水素の製造コストを7.2ユーロ/kgから7.3ユーロ
/kgに低減できることを算出しました。これは卸売電力調達の
場合の7.7ユーロ/kgよりも低いコストです。研究では、200
MWの電解装置をモデル化し、大規模水素プロジェクトの財務
的実現性には長期的な収益保証、特に水素の差額契約(CfD)が不
可欠であると結論付けています。この発見は、グリーン水素の
コスト競争力向上と投資リスク軽減に重要な示唆を与えます。

なぜ重要か
判断上の焦点は「需要地点着の水素原価、インフラ、確定需要」
である。見出しだけで採用せず、用途と運用条件で再現できる
かを確認する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、材料・装置性能を稼働率、
安全、保守、着荷原価へ接続する。

ACTION
30日以内に、引取契約、電源、変換損失、物流、政策を揃えて
案件を比較する。結果と担当者をP04の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 引取、電力価格、効率、稼働率、
許認可、輸送、補助。

編集スコア 18/25 | 成熟度 4/5 | 判断場所: 事業・制度・供給



重点テーマ 05-06 FACT / 事業判断 / ACTION / UNKNOWN

Troy Technical | 水素エネルギー | 情報カットオフ 2026-10-09 08

FACTは収集記事に接続し、事業への読み、ACTION、UNKNOWNは編集判断として分離する。

P05 米国IRSの45V税額控除|2026年の控除額は最大3.28ドル/kg

A04 | 市場・政策 | 製品採用 日付未収録

FACT
米国歳入庁(IRS)は、2026年の45Vクリーン水素税額控除の具体
的なルールを発表し、その最大価値を3.28ドル/kgと設定しま
した。この控除額は、ライフサイクル排出量、電力源、賃金要
件によって変動し、特に0.45 kg CO2e/kgの排出量境界線が大
幅な控除額の違いをもたらします。また、二酸化炭素を回収す
るブルー水素プロジェクトは、45Qまたは45Vのいずれかの控
除を選択する必要があることも明確にされました。この制度は、
クリーン水素生産への投資を強力に促進することを目的として
います。

なぜ重要か
判断上の焦点は「需要地点着の水素原価、インフラ、確定需要」
である。見出しだけで採用せず、用途と運用条件で再現できる
かを確認する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、材料・装置性能を稼働率、
安全、保守、着荷原価へ接続する。

ACTION
30日以内に、引取契約、電源、変換損失、物流、政策を揃えて
案件を比較する。結果と担当者をP05の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 引取、電力価格、効率、稼働率、
許認可、輸送、補助。

編集スコア 18/25 | 成熟度 4/5 | 判断場所: 事業・制度・供給

P06 Dynelectroの250kW SOEC|水素生産の耐久性と性能、1000時間稼働

A01 | 電源・原料 | 共同評価 日付未収録

FACT
Dynelectro社の250kW動的固体酸化物電解槽(SOEC)ユニット
が、アイスランドのSyntholene Energy施設で1000時間以上の
連続稼働を成功裏に完了しました。この試験期間中に、ユニッ
トは6トン以上の高純度水素を生産し、SolydEraのG8X固体酸
化物スタックの効率と耐久性を実証しました。これは、高温固
体酸化物電解技術の商業規模での展開に向けた重要なマイルス
トーンであり、柔軟な運用と高い効率を両立する技術として注
目されます。

なぜ重要か
判断上の焦点は「需要地点着の水素原価、インフラ、確定需要」
である。見出しだけで採用せず、用途と運用条件で再現できる
かを確認する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、材料・装置性能を稼働率、
安全、保守、着荷原価へ接続する。

ACTION
30日以内に、引取契約、電源、変換損失、物流、政策を揃えて
案件を比較する。結果と担当者をP06の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 引取、電力価格、効率、稼働率、
許認可、輸送、補助。

編集スコア 18/25 | 成熟度 3/5 | 判断場所: 技術・工程



重点テーマ 07-08 FACT / 事業判断 / ACTION / UNKNOWN

Troy Technical | 水素エネルギー | 情報カットオフ 2026-10-09 09

FACTは収集記事に接続し、事業への読み、ACTION、UNKNOWNは編集判断として分離する。

P07 P2H2のAEM電解槽|500kWシステムの商業稼働とコスト削減率

A08 | 製造 | 研究 日付未収録

FACT
Power to Hydrogen (P2H2)は、ベルギーのアントワープ・ブルー
ジュ港のNextGen地区で、500kWのグリーン水素生産システム
の商業稼働を開始しました。このシステムは、2つの250kW
AEMスタックから構成され、このサイズのAEMスタックとして
は初の商業展開となります。年間最大70トンの水素を生産し、
平準化されたコストは約3.86ユーロ/kgと、既存の電解槽技術
と比較して約16%のコスト削減を見込んでいます。

なぜ重要か
判断上の焦点は「需要地点着の水素原価、インフラ、確定需要」
である。見出しだけで採用せず、用途と運用条件で再現できる
かを確認する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、材料・装置性能を稼働率、
安全、保守、着荷原価へ接続する。

ACTION
30日以内に、引取契約、電源、変換損失、物流、政策を揃えて
案件を比較する。結果と担当者をP07の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 引取、電力価格、効率、稼働率、
許認可、輸送、補助。

編集スコア 18/25 | 成熟度 1/5 | 判断場所: システム・導入

P08 トヨタといすゞの水素燃料電池商用車|第3世代システムの量産時期

A09 | 貯蔵・輸送 | 量産 日付未収録

FACT
トヨタ自動車は、EV市場での後れを取り戻すため、水素燃料電
池車戦略を加速しており、その一環として2025年3月にいすゞ
自動車と小型電動トラックの共同開発計画を発表しました。ト
ヨタの最新(第3世代)水素燃料電池システムを搭載し、2028年3
月期までの量産を目指します。この取り組みは、日本の水素イ
ンフラ整備と、電気自動車とともにカーボンニュートラルな物
流部門の構築に貢献することを目標としています。

なぜ重要か
判断上の焦点は「需要地点着の水素原価、インフラ、確定需要」
である。見出しだけで採用せず、用途と運用条件で再現できる
かを確認する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、材料・装置性能を稼働率、
安全、保守、着荷原価へ接続する。

ACTION
30日以内に、引取契約、電源、変換損失、物流、政策を揃えて
案件を比較する。結果と担当者をP08の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 引取、電力価格、効率、稼働率、
許認可、輸送、補助。

編集スコア 18/25 | 成熟度 5/5 | 判断場所: システム・導入



重点テーマ 09-10 FACT / 事業判断 / ACTION / UNKNOWN

Troy Technical | 水素エネルギー | 情報カットオフ 2026-10-09 10

FACTは収集記事に接続し、事業への読み、ACTION、UNKNOWNは編集判断として分離する。

P09 トヨタ・いすゞの燃料電池バスSora|航続距離と水素充填時間

A10 | 需要用途 | 製品採用 日付未収録

FACT
2026年10月9日、トヨタ自動車はいすゞ自動車と共同で、航続
距離300kmを超える新型燃料電池路線バス「Sora」を発売しま
した。この改良型バスは、コンパクトな燃料電池(FC)スタック、
大容量バッテリーの統合、そして約10分間の迅速な水素充填時
間を特徴としています。新型Soraの導入は、公共交通機関にお
ける水素利用の促進と、脱炭素化社会の実現に向けたトヨタの
取り組みを加速させるものです。

なぜ重要か
判断上の焦点は「需要地点着の水素原価、インフラ、確定需要」
である。見出しだけで採用せず、用途と運用条件で再現できる
かを確認する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、材料・装置性能を稼働率、
安全、保守、着荷原価へ接続する。

ACTION
30日以内に、引取契約、電源、変換損失、物流、政策を揃えて
案件を比較する。結果と担当者をP09の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 引取、電力価格、効率、稼働率、
許認可、輸送、補助。

編集スコア 18/25 | 成熟度 4/5 | 判断場所: システム・導入

P10 BMWライプツィヒ工場|水素パイプライン直結の稼働時期は2028年前半

A07 | 市場・政策 | 製品採用 日付未収録

FACT
BMWグループのライプツィヒ工場は、将来のドイツ水素コアネッ
トワークに接続するための2kmにわたる水素パイプラインの建
設を開始しました。2028年前半に稼働予定のこのパイプライン
が完成すれば、同工場は水素グリッドに直接接続する世界初の
自動車工場となります。これにより、構内物流と塗装工程での
水素利用が可能となり、工場の脱炭素化とエネルギー効率向上
に大きく貢献します。

なぜ重要か
判断上の焦点は「需要地点着の水素原価、インフラ、確定需要」
である。見出しだけで採用せず、用途と運用条件で再現できる
かを確認する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、材料・装置性能を稼働率、
安全、保守、着荷原価へ接続する。

ACTION
30日以内に、引取契約、電源、変換損失、物流、政策を揃えて
案件を比較する。結果と担当者をP10の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 引取、電力価格、効率、稼働率、
許認可、輸送、補助。

編集スコア 18/25 | 成熟度 4/5 | 判断場所: 事業・制度・供給



プレイブックとロードマップ 担当 / ゲート / 成果物

Troy Technical | 水素エネルギー | 情報カットオフ 2026-10-09 11

関係者別プレイブックと0-5年ロードマップ

関係者 NOW | 0-30日 NEXT | 1-12か月 LATER | 1-5年

事業会社 引取契約、電源、変換損失、
物流、政策を揃えて案件を
比較する

量産相当条件で受入基準と
停止基準を明示して評価す
る。

技術・供給者の変更を吸収
できるポートフォリオと設
計へ移る。

材料・装置・技術企業 材料・装置性能を稼働率、
安全、保守、着荷原価へ接
続する

顧客と信頼性・工程窓・故
障解析の共通データを作る。

界面、履歴、ライフサイク
ル支援、回収サービスを標
準化する。

商社・投資・法務 Map 引取、電力価格、効率、
稼働率、許認可、輸送、補
助.

能力、品質、変更通知、責
任、代替、撤退を契約へ入
れる。

地域・技術・顧客の集中リ
スクを分散する。

ロードマップ

NOW | 0-30日

証拠台帳
担当: Strategy + quality
成果物: claim, source, condition,
owner

NOW | 0-30日

リスク選別
担当: Procurement + legal
成果物: unknowns, alternatives, stop

NEXT | 1-12か月

共同認定
担当: R&D + supplier
成果物: 工程窓・故障データ

NEXT | 1-12か月

商用ゲート
担当: Business + finance
成果物: 単位採算・供給能力

LATER | 1-5年

プラットフォーム戦略
担当: 経営
成果物: ポートフォリオ・界面ロードマッ
プ

LATER | 1-5年

サービス層
担当: Operations + channel
成果物: 監視・保守・回復

Go / No-Goゲート

ゲート 担当 必要な証拠 中止条件

G1 証拠 品質 出典・試験条件・再現性 追跡可能な証拠なし

G2 統合 研究開発 界面・工程窓・故障解析 システム条件を満たさない

G3 商用 事業 能力・総原価・契約・代替 採算または供給が成立しない

G4 運用 運用 監視・保守・変更通知・撤退 責任ある運用計画なし
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分析対象記事 | 01-11件目
全記事の正式タイトルと元記事URLを省略せず表示する。URLは折返しても全文を保持し、クリックできる。

ID 記事タイトル(全文) 元記事URL(全文・クリック可能)

A01 Dynelectroの250kW SOEC|水素生産の耐久性と性能、1000時間稼
働

https://www.globalhydrogenreview.com/hydrogen/07102026/dynelectr
os-250-kw-electrolyser-completes-1000-hrs-of-operation-in-iceland/amp
/

A02 グリーン水素の製造コスト|PPA活用で7.2ユーロ/kgへの低減可能
性

https://www.pv-magazine.com/2026/10/09/the-hydrogen-stream-dutch-
researchers-calculate-green-h2-costs-as-low-as-e7-2-kg/

A03 thyssenkrupp nucera|ポルトガルに電解槽ハブ開設、2028年量産
開始

https://www.thyssenkrupp-nucera.com/newsroom/news-press-releases
/thyssenkrupp-nucera-establishes-its-first-company-operated-electrolyz
er-cell-assembly-hub-in-europe

A04 米国IRSの45V税額控除|2026年の控除額は最大3.28ドル/kg https://www.cenetcapital.com/blog/45v-tax-credit-rules

A05 Plug Power|デンマークへ280MW電解槽を供給、e-SAF生産への採
用

https://www.indianchemicalnews.com/hydrogen/plug-power-lands-280-
mw-electrolyser-supply-deal-for-danish-sustainable-aviation-fuel-projec
t-32147

A06 Nel Hydrogenの電解槽スタック|米国海軍潜水艦への採用と受注額 https://energiesmedia.com/nel-12-million-collins-aerospace-navy-hydro
gen/

A07 BMWライプツィヒ工場|水素パイプライン直結の稼働時期は2028年
前半

https://www.automotivelogistics.media/plant-logistics/bmw-begins-con
struction-of-pipeline-to-connect-leipzig-plant-to-hydrogen-grid/2749958

A08 P2H2のAEM電解槽|500kWシステムの商業稼働とコスト削減率 https://dataportuaria.com/en/internacional/environment-and-energy/p
2h2-launches-500-kw-green-hydrogen-production-system-at-port-of-ant
werp-bruges-356907

A09 トヨタといすゞの水素燃料電池商用車|第3世代システムの量産時期 https://asiatimes.com/2026/10/behind-in-evs-toyota-powering-ahead-wi
th-hydrogen-vehicles/

A10 トヨタ・いすゞの燃料電池バスSora|航続距離と水素充填時間 https://www.tradingview.com/news/tradingview:28fdfd7983059:0-toyot
a-motor-corporation-launches-new-hydrogen-fuel-cell-route-bus-sora/

A11 DynElectroのSOECスタック|25,000時間稼働の耐久性と劣化率 https://hydrogen-central.com/dynelectro-sets-new-world-record-for-soli
d-oxide-electrolysis-stack-durability25000-hours-with-near-zero-degrad
ation/

https://www.globalhydrogenreview.com/hydrogen/07102026/dynelectros-250-kw-electrolyser-completes-1000-hrs-of-operation-in-iceland/amp/
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https://www.pv-magazine.com/2026/10/09/the-hydrogen-stream-dutch-researchers-calculate-green-h2-costs-as-low-as-e7-2-kg/
https://www.thyssenkrupp-nucera.com/newsroom/news-press-releases/thyssenkrupp-nucera-establishes-its-first-company-operated-electrolyzer-cell-assembly-hub-in-europe
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https://www.cenetcapital.com/blog/45v-tax-credit-rules
https://www.indianchemicalnews.com/hydrogen/plug-power-lands-280-mw-electrolyser-supply-deal-for-danish-sustainable-aviation-fuel-project-32147
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https://asiatimes.com/2026/10/behind-in-evs-toyota-powering-ahead-with-hydrogen-vehicles/
https://asiatimes.com/2026/10/behind-in-evs-toyota-powering-ahead-with-hydrogen-vehicles/
https://www.tradingview.com/news/tradingview:28fdfd7983059:0-toyota-motor-corporation-launches-new-hydrogen-fuel-cell-route-bus-sora/
https://www.tradingview.com/news/tradingview:28fdfd7983059:0-toyota-motor-corporation-launches-new-hydrogen-fuel-cell-route-bus-sora/
https://hydrogen-central.com/dynelectro-sets-new-world-record-for-solid-oxide-electrolysis-stack-durability25000-hours-with-near-zero-degradation/
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#01 Dynelectroの250kW SOEC｜水素生産の耐久性と性能、1000時間稼働
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#07 BMWライプツィヒ工場｜水素パイプライン直結の稼働時期は2028年前半
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#01 Dynelectroの250kW SOEC｜水素生産の耐久性

と性能、1000時間稼働

概要

Dynelectro社の250kW動的固体酸化物電解槽（SOEC）ユニットが、アイスランドの

Syntholene Energy施設で1000時間以上の連続稼働を成功裏に完了しました。この

試験期間中に、ユニットは6トン以上の高純度水素を生産し、SolydEraのG8X固体酸

化物スタックの効率と耐久性を実証しました。これは、高温固体酸化物電解技術の商

業規模での展開に向けた重要なマイルストーンであり、柔軟な運用と高い効率を両立

する技術として注目されます。

公開日 2026年10月07日  Dynelectro  アイスランド



詳細

主要成果

Dynelectro社の250kW動的固体酸化物電解槽（SOEC）ユニットが、アイスランドの

Syntholene Energy施設において、1000時間以上の連続稼働を成功裏に達成しまし

た。この実証期間中、同ユニットは6トンを超える高純度水素を生産し、高温固体酸化

物電解技術の商業規模での展開に向けた耐久性、効率性、および運用柔軟性の重要な指

標を示しました。

技術・臨床詳細

このDynelectro製電解槽ユニットは、SolydEra社の先進的なG8X固体酸化物スタック

を搭載しています。固体酸化物電解技術は、従来のアルカリ水電解やPEM（プロトン交

換膜）電解と比較して、より高温（一般的に600～800℃）で動作するため、水蒸気と

電気の両方を利用して高効率で水素を生成できるという特徴があります。特に、工業プ

ロセスの排熱や再生可能エネルギー源からの余剰熱を効果的に活用できるため、エネル

ギー効率が非常に高いです。今回の1000時間稼働は、このような高温環境下での長期

間安定稼働能力を実証したものであり、変動する再生可能エネルギー供給に対する動的

な応答性も確認されました。これにより、産業用途における高効率かつ持続可能な水素

生産の道筋が具体化されました。

背景・業界文脈

グリーン水素の生産は、世界の脱炭素化目標達成に向けた重要な鍵です。しかし、高効

率かつコスト競争力のある電解技術の開発が依然として課題となっています。固体酸化

物電解技術は、その高い理論効率（熱化学的なエネルギー変換効率）から、次世代の電

解技術として大きな期待が寄せられています。Dynelectroの今回の成果は、SOEC技術

が実験室レベルの成果を超え、実際の産業環境での信頼性とスケーラビリティを持つこ

とを示したものです。アイスランドは、地熱発電などの豊富な再生可能エネルギー源を

持つため、このような高温電解技術の実証に適した環境を提供しています。この成功

は、化学産業、製鉄業、燃料生産など、大規模な水素需要を持つ産業への応用を加速さ

せるでしょう。



今後の展望

Dynelectroによる250kW電解槽の1000時間稼働成功は、固体酸化物電解技術が商業

化の次の段階へと進むための重要な一歩です。この実証により得られたデータは、技術

のさらなる最適化と大規模化に貢献し、将来的なギガワット級の水素生産プラントの設

計に不可欠な知見を提供します。Dynelectroは、この成果を基に、より多くのパートナ

ーシップを構築し、効率的で持続可能なグリーン水素ソリューションを世界中に展開す

ることを目指すでしょう。これにより、化石燃料依存の削減と、クリーンなエネルギー

未来の実現に貢献する可能性が高まります。

元記事: https://www.globalhydrogenreview.com/hydrogen/07102026/dynelectros-250-kw-

electrolyser-completes-1000-hrs-of-operation-in-iceland/amp/

収集日: 2026年10月09日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.globalhydrogenreview.com/hydrogen/07102026/dynelectros-250-kw-electrolyser-completes-1000-hrs-of-operation-in-iceland/amp/
https://www.globalhydrogenreview.com/hydrogen/07102026/dynelectros-250-kw-electrolyser-completes-1000-hrs-of-operation-in-iceland/amp/


#02 グリーン水素の製造コスト｜PPA活用で7.2ユー

ロ/kgへの低減可能性

概要

オランダのフローニンゲン大学の研究者らは、再生可能電力購入契約（PPA）とハイ

ブリッド電力供給構成を組み合わせることで、グリーン水素の製造コストを7.2ユー

ロ/kgから7.3ユーロ/kgに低減できることを算出しました。これは卸売電力調達の場

合の7.7ユーロ/kgよりも低いコストです。研究では、200 MWの電解装置をモデル化

し、大規模水素プロジェクトの財務的実現性には長期的な収益保証、特に水素の差額

契約（CfD）が不可欠であると結論付けています。この発見は、グリーン水素のコス

ト競争力向上と投資リスク軽減に重要な示唆を与えます。

公開日 2026年10月09日  pv magazine Global  オランダ



詳細

主要成果

オランダのフローニンゲン大学の研究者チームが実施した分析により、再生可能電力購

入契約（PPA）と最適化されたハイブリッド電力供給構成を利用することで、グリーン

水素の製造コストを現在の卸売電力調達による7.7ユーロ/kgと比較して、7.2ユー

ロ/kgから7.3ユーロ/kgまで削減できる可能性が示されました。このコスト低減は、グ

リーン水素の経済的実現性を大きく向上させる画期的な発見です。

技術・経済性詳細

研究では、200 MW規模の電解装置をモデルに用い、様々な電力調達戦略が水素生産コ

ストに与える影響を評価しました。PPAは、長期にわたる安定した電力価格を保証する

ため、電力価格変動リスクを低減し、結果として水素生産コストの予測可能性を高めま

す。さらに、太陽光と風力といった異なる再生可能エネルギー源を組み合わせるハイブ

リッド電力供給は、稼働率を向上させ、資本コストの希薄化に貢献します。研究者ら

は、大規模グリーン水素プロジェクトの財務的実現性を確保するためには、長期的な収

益保証メカニズムが不可欠であると強調しており、特に水素の差額契約（CfD）がプロ

ジェクトの融資可能性を大幅に向上させる効果があると指摘しています。

背景・業界文脈

グリーン水素は、脱炭素化社会への移行において極めて重要な役割を担いますが、その

製造コストの高さが普及の大きな障壁となっていました。今回の研究結果は、特定の電

力調達戦略と金融メカニズムを組み合わせることで、コスト競争力を劇的に改善できる

ことを示しており、投資家や政策立案者にとって重要な指針となります。CfDのような

支援策は、初期投資が大きく、市場が未成熟なグリーン水素プロジェクトのリスクを軽

減し、民間投資を呼び込む上で効果的です。



今後の展望

この研究は、グリーン水素プロジェクトがより広範な商業的採用を実現するための明確

な道筋を示しています。PPAとハイブリッド電力供給、そしてCfDのような政策支援を

組み合わせることで、グリーン水素は従来の化石燃料由来の水素や他の低炭素水素と比

較して、より競争力のある価格帯で供給される可能性を秘めています。これは、世界的

な脱炭素目標の達成に向けて、グリーン水素経済の発展を加速させる上で非常に重要な

ステップとなるでしょう。

元記事: https://www.pv-magazine.com/2026/10/09/the-hydrogen-stream-dutch-researchers-

calculate-green-h2-costs-as-low-as-e7-2-kg/

収集日: 2026年10月09日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.pv-magazine.com/2026/10/09/the-hydrogen-stream-dutch-researchers-calculate-green-h2-costs-as-low-as-e7-2-kg/
https://www.pv-magazine.com/2026/10/09/the-hydrogen-stream-dutch-researchers-calculate-green-h2-costs-as-low-as-e7-2-kg/


#03 thyssenkrupp nucera｜ポルトガルに電解槽ハブ

開設、2028年量産開始

概要

thyssenkrupp nuceraは、ポルトガルのVGP Park Vila Nova de Gaiaに、欧州初の

自社運営電解槽セル中央組立ハブを開設しました。この7,500m²超の施設では、標準

化された半自動生産ラインプロセスを採用し、アルカリ水電解セルの組み立てを行う

ことで、処理能力を向上させ、リードタイムを短縮します。初期には、Moeveの

Onubaプロジェクト向けにscalum® 20 MWユニットを含むセルを供給する予定で、

2028年にセル組立が開始されます。総投資額は1,000万～1,400万ユーロで、ポルト

ガル政府のCOMPETE2030プログラムから約370万ユーロの支援を受けています。

公開日 2026年10月07日  thyssenkrupp nucera | Press  ポルトガル



詳細

主要成果

アルカリ水電解技術のリーディングカンパニーであるthyssenkrupp nuceraは、ポルト

ガルのVGP Park Vila Nova de Gaiaに、欧州初の自社運営電解槽セル中央組立ハブを

正式に開設しました。この新施設は、欧州におけるグリーン水素技術の製造能力を大幅

に強化し、同社のグローバルサプライチェーンにおける重要なマイルストーンとなりま

す。

技術・製造詳細

7,500m²を超える敷地面積を持つこの組立ハブは、高度に標準化された半自動生産ライ

ンプロセスを採用しています。ここで組み立てられるのは、アルカリ水電解装置の中核

部品である電解槽セルです。この自動化された製造プロセスにより、従来の生産手法と

比較して、電解槽セルの処理能力が著しく向上し、製造リードタイムが大幅に短縮され

ると期待されています。初期生産は、Moeveがスペインで進めるOnubaプロジェクト

向けに、同社の革新的なscalum® 20 MW電解装置ユニットを構成するセルを供給する

ことから始まります。セル組立作業は2028年に本格的に開始される予定です。

背景・業界文脈

グリーン水素は、欧州の脱炭素化戦略の中心であり、その製造に必要な電解装置の安定

供給は不可欠です。thyssenkrupp nuceraは、大規模な電解装置プロジェクトにおい

て世界的な実績を持つ企業であり、今回のポルトガルでのハブ開設は、欧州内の製造拠

点強化とサプライチェーンのレジリエンス向上に貢献します。欧州委員会は、水素製造

技術の現地生産を奨励しており、今回の投資は、域内での技術開発と雇用創出を促進す

るものです。アルカリ水電解は、堅牢性とコスト効率のバランスが取れた技術として、

大規模グリーン水素プロジェクトで広く採用されています。



今後の展望

この組立ハブへの総投資額は1,000万ユーロから1,400万ユーロに上り、そのうち約

370万ユーロはポルトガル政府のCOMPETE2030プログラムからの支援を受けていま

す。この公的支援は、プロジェクトの戦略的重要性と、ポルトガルが欧州のグリーン水

素エコシステムにおいて果たす役割の大きさを物語っています。組立ハブの稼働は、

thyssenkrupp nuceraが今後、欧州内外の主要なグリーン水素プロジェクトに対し

て、より迅速かつ効率的に高品質な電解槽セルを供給できるようになることを意味しま

す。これにより、欧州の水素バリューチェーン全体の発展が加速し、より多くのグリー

ン水素生産能力が市場に投入されることが期待されます。

元記事: https://www.thyssenkrupp-nucera.com/newsroom/news-press-

releases/thyssenkrupp-nucera-establishes-its-first-company-operated-electrolyzer-cell-

assembly-hub-in-europe

収集日: 2026年10月09日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.thyssenkrupp-nucera.com/newsroom/news-press-releases/thyssenkrupp-nucera-establishes-its-first-company-operated-electrolyzer-cell-assembly-hub-in-europe
https://www.thyssenkrupp-nucera.com/newsroom/news-press-releases/thyssenkrupp-nucera-establishes-its-first-company-operated-electrolyzer-cell-assembly-hub-in-europe
https://www.thyssenkrupp-nucera.com/newsroom/news-press-releases/thyssenkrupp-nucera-establishes-its-first-company-operated-electrolyzer-cell-assembly-hub-in-europe


#04 米国IRSの45V税額控除｜2026年の控除額は最大

3.28ドル/kg

概要

米国歳入庁（IRS）は、2026年の45Vクリーン水素税額控除の具体的なルールを発表

し、その最大価値を3.28ドル/kgと設定しました。この控除額は、ライフサイクル排

出量、電力源、賃金要件によって変動し、特に0.45 kg CO2e/kgの排出量境界線が大

幅な控除額の違いをもたらします。また、二酸化炭素を回収するブルー水素プロジェ

クトは、45Qまたは45Vのいずれかの控除を選択する必要があることも明確にされま

した。この制度は、クリーン水素生産への投資を強力に促進することを目的としてい

ます。

公開日 2026年10月03日  Paulestini Francois  アメリカ



詳細

主要成果

米国歳入庁（IRS）は、2026年における45Vクリーン水素税額控除の詳細なガイダンス

を発表しました。この控除は最大で3.28ドル/kgの価値を持ち、米国におけるクリーン

水素生産への投資を強力にインセンティブ化するものです。控除額は、水素のライフサ

イクル排出量、使用される電力源、およびプロジェクトが満たす賃金要件によって複数

のティアに分かれています。

規制と要件の詳細

45V税額控除は、主に以下の3つの「柱」に基づいて設計されています。第一に、**ライ

フサイクル排出量**です。0.45 kg CO2e/kgという排出量境界線が設けられており、こ

れを下回るか上回るかで、控除額が大きく異なります。最もクリーンな水素（排出量が

最も少ない）が最高の控除率を得られます。第二に、**電力源**です。再生可能エネルギ

ーからの電力利用が優遇され、特定の要件を満たすことで追加のインセンティブが提供

されます。第三に、**賃金と徒弟制度の要件**です。プロジェクトが公正な賃金基準を満

たし、登録された徒弟制度プログラムに参加する場合、基本税額控除に加えて追加のク

レジットが適用されます。

特筆すべきは、二酸化炭素を回収するブルー水素プロジェクトに関する規定です。これ

らのプロジェクトは、既存の45Q炭素回収税額控除と45Vクリーン水素税額控除のどち

らか一方を選択する必要があり、両方を同時に適用することはできません。この選択

は、プロジェクトの経済性と排出削減戦略に大きな影響を与えます。

背景・業界文脈

米国は、インフレ削減法（IRA）の一環として、クリーンエネルギー技術の国内生産と

導入を強力に推進しています。45V税額控除は、特に水素経済の発展を加速するための

重要な政策ツールです。これにより、グリーン水素（再生可能エネルギー由来）と低炭

素ブルー水素（CCS付き化石燃料由来）の両方を含む多様なクリーン水素生産プロジェ

クトが、より経済的に実現可能となります。2028年の期限までにプロジェクトが稼働

を開始することで、この控除の恩恵を最大限に受けることが可能になります。



今後の展望

45V税額控除は、米国を世界のグリーン水素生産の主要拠点の一つに押し上げる可能性

を秘めています。投資家や開発者は、このインセンティブを最大限に活用するために、

排出量計算、電力調達戦略、および労働要件の遵守に細心の注意を払う必要がありま

す。控除の明確化は、プロジェクト開発の不確実性を減らし、大規模な投資決定を促進

するでしょう。これにより、米国のエネルギー転換目標達成に向けたクリーン水素の導

入が加速し、関連産業の成長が期待されます。

元記事: https://www.cenetcapital.com/blog/45v-tax-credit-rules

収集日: 2026年10月09日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.cenetcapital.com/blog/45v-tax-credit-rules


#05 Plug Power｜デンマークへ280MW電解槽を供

給、e-SAF生産への採用

概要

Plug Powerは、デンマークのArcadia eFuelsと280MWの電解槽供給契約を締結

し、Arcadiaのボルディングボー港における持続可能な航空燃料（e-SAF）プロジェク

ト「Project ENDOR」を支援します。この契約により、Plug PowerのGenEco電解

槽が再生可能グリッド電力を使用し、日量約110トンの再生可能水素を生産します。

また、Plug Powerは欧州および米州におけるArcadiaの合計1GW以上の追加4プロジ

ェクトで優先サプライヤーに指名され、クリーン水素技術の主要プレーヤーとしての

地位を強化しました。

公開日 2026年10月04日  Indian Chemical News  インド



詳細

主要成果

Plug Powerは、デンマークのArcadia eFuelsとの間で280MWの電解槽供給契約を締

結しました。この契約は、Arcadia eFuelsがデンマーク南海岸のボルディングボー港で

推進する持続可能な航空燃料（e-SAF）生産計画「Project ENDOR」において、Plug

PowerのGenEco電解槽を供給することを定めています。この取り組みにより、再生可

能なグリッド電力を用いて日量約110トンの再生可能水素が生産される予定です。

技術・臨床詳細

供給されるPlug PowerのGenEco電解槽は、アルカリ電解槽技術を基盤とし、再生可

能電力から効率的に水素を生成します。Project ENDORは、この再生可能水素を二酸

化炭素と組み合わせて、持続可能な航空燃料（e-SAF）を製造します。e-SAFは、従来

のジェット燃料と比較して大幅に温室効果ガス排出量を削減できるため、航空業界の脱

炭素化に不可欠なソリューションです。電解槽の容量は280MWであり、これは大規模

な産業用途への適用可能性を示しています。

背景・業界文脈

持続可能な航空燃料（SAF）市場は、航空業界の環境規制強化と脱炭素化目標達成の必

要性から急速に拡大しています。この契約は、Plug Powerが電解槽技術のリーディン

グプロバイダーとしての地位を確立し、欧州の主要なe-SAFプロジェクトに貢献するも

のです。また、このパートナーシップは、欧州および米州におけるArcadiaの追加4プロ

ジェクト（合計1GW以上の電解槽容量）において、Plug Powerが優先電解槽サプライ

ヤーとして指定されたことで、長期的な協力関係を築きます。この発表を受けて、Plug

Powerの株価は4%上昇し、市場がこの戦略的提携を好感したことを示しています。



今後の展望

この契約は、Plug Powerの事業拡大と、グリーン水素およびe-SAF市場での成長を大

きく後押しします。デンマークのプロジェクトが成功すれば、欧州における他のe-SAF

プロジェクトへの展開が加速する可能性があります。航空業界の脱炭素化は喫緊の課題

であり、大規模なe-SAF生産能力の構築は、化石燃料への依存を減らし、より持続可能

な航空エコシステムを構築するための重要なステップとなります。Plug Powerと

Arcadia eFuelsの連携は、国際的なクリーンエネルギー供給網の構築に貢献すると期待

されます。

元記事: https://www.indianchemicalnews.com/hydrogen/plug-power-lands-280-mw-

electrolyser-supply-deal-for-danish-sustainable-aviation-fuel-project-32147

収集日: 2026年10月09日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.indianchemicalnews.com/hydrogen/plug-power-lands-280-mw-electrolyser-supply-deal-for-danish-sustainable-aviation-fuel-project-32147
https://www.indianchemicalnews.com/hydrogen/plug-power-lands-280-mw-electrolyser-supply-deal-for-danish-sustainable-aviation-fuel-project-32147


#06 Nel Hydrogenの電解槽スタック｜米国海軍潜水艦

への採用と受注額

概要

Nel Hydrogenは、Collins Aerospaceから米国海軍潜水艦向け電解槽スタックを製

造するため、1200万ドルの新たな発注を受けました。Nel ASAはPEMおよびアルカ

リ電解槽技術を専門としており、再生可能水素の生産を可能にすることで、様々な産

業の脱炭素化を支援する重要なイネーブラーと見なされています。この契約は、同社

の技術が輸送、精製、鉄鋼、アンモニアなどの産業セクターだけでなく、防衛分野に

も応用されることを示しています。

公開日 2026年10月08日  Energies Media  アメリカ



詳細

主要成果

Nel Hydrogenは、Collins Aerospaceより米国海軍潜水艦向け電解槽スタック製造に

関する1200万ドルの新規発注を獲得しました。この受注は、Nel Hydrogenの先進的

な電解槽技術が、再生可能水素の生産を通じた産業界の脱炭素化だけでなく、機密性の

高い防衛分野においても重要な役割を果たすことを明確に示しています。

技術・臨床詳細

Nel Hydrogenは、PEM（高分子電解質膜）電解槽とアルカリ電解槽の両方の技術に特

化しており、これらのシステムは再生可能エネルギー源からクリーンな水素を効率的に

生成します。潜水艦用途では、限られたスペースと厳しい環境条件下での高い信頼性と

堅牢性が求められます。Nelの電解槽スタックは、海水から直接、または貯蔵された水

から酸素と水素を生成し、潜水艦乗組員の呼吸用酸素供給や、燃料電池による補助電力

生成、さらには魚雷発射時の気泡を隠すためにも利用される可能性があります。この技

術は、長期間にわたる自律運用を可能にし、潜水艦の運用能力を向上させる重要な要素

となります。

背景・業界文脈

水素は、その高いエネルギー密度とクリーンな燃焼特性から、輸送、精製、鉄鋼、アン

モニア生産といった広範な産業の脱炭素化を推進する上で不可欠な要素と認識されてい

ます。さらに、防衛部門、特に海軍の潜水艦においては、乗組員の生命維持システム

や、静粛性を保ちながら電力を供給する技術として、水素生産は戦略的な重要性を増し

ています。Collins Aerospaceとの契約は、軍事用途における水素技術の信頼性と実用

性が向上していることを示唆しており、将来の防衛システムの電力源としての水素の可

能性を拡大します。



今後の展望

この1200万ドルの受注は、Nel Hydrogenにとって防衛分野における新たな市場機会

を切り開くものです。同社の電解槽技術が軍事用途の厳格な要件を満たすことが実証さ

れたことで、同様の特殊用途市場での需要が高まる可能性があります。再生可能水素の

生産は、グローバルなエネルギー転換の中核であり、今回の契約は、Nel Hydrogenが

クリーンエネルギーソリューションの提供を通じて、産業界だけでなく、国家安全保障

の分野にも貢献できることを強調しています。今後、水素技術のさらなる革新と多様な

産業への展開が期待されます。

元記事: https://energiesmedia.com/nel-12-million-collins-aerospace-navy-hydrogen/

収集日: 2026年10月09日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://energiesmedia.com/nel-12-million-collins-aerospace-navy-hydrogen/


#07 BMWライプツィヒ工場｜水素パイプライン直結の

稼働時期は2028年前半

概要

BMWグループのライプツィヒ工場は、将来のドイツ水素コアネットワークに接続する

ための2kmにわたる水素パイプラインの建設を開始しました。2028年前半に稼働予

定のこのパイプラインが完成すれば、同工場は水素グリッドに直接接続する世界初の

自動車工場となります。これにより、構内物流と塗装工程での水素利用が可能とな

り、工場の脱炭素化とエネルギー効率向上に大きく貢献します。

公開日 2026年10月09日  Automotive Logistics  ドイツ



詳細

主要成果

BMWグループのライプツィヒ工場が、将来のドイツ水素コアネットワークへの接続を

目的とした水素パイプラインの建設を正式に開始しました。この2kmに及ぶパイプライ

ンは2028年前半に完成・稼働予定で、これによりライプツィヒ工場は水素グリッドに

直接接続する世界初の自動車工場となる見込みです。

技術・臨床詳細

この水素パイプラインは、MITNETZ GASやOntras Gastransportといった地域のエネ

ルギーパートナーとの協力のもとで構築されます。工場に直接供給される水素は、主に

構内物流、例えば水素燃料電池を搭載したフォークリフトや牽引車の動力源として利用

されます。さらに、塗装工場の加熱プロセスなど、特定の産業プロセスにおける熱源と

しても活用される予定です。これにより、従来型の化石燃料への依存を減らし、排出量

を大幅に削減することが期待されます。

背景・業界文脈

自動車産業は、製造プロセス全体の脱炭素化に向けて大きな圧力を受けています。特

に、エネルギー集約型の工場運営において、再生可能エネルギー源の導入は不可欠で

す。BMWライプツィヒ工場は、すでに電力需要の大部分をオンサイトの風力発電で賄

っており、今回の水素パイプライン導入は、持続可能な製造エコシステムを構築するた

めの次なる重要なステップとなります。ドイツ政府の「ドイツ水素コアネットワーク」

構想は、産業界全体での水素利用を促進するための重要なインフラ投資であり、BMW

の取り組みはその先駆けとなるものです。

今後の展望

水素パイプラインの導入は、BMWライプツィヒ工場のカーボンニュートラル目標達成

に向けた重要なマイルストーンとなります。このプロジェクトは、自動車製造における

水素利用の実現可能性と経済性を実証するモデルケースとなり、他の自動車メーカーや

産業界全体に波及効果をもたらす可能性があります。2028年の稼働開始後、水素利用

の拡大は工場の運用コスト削減と環境負荷低減に貢献し、持続可能なモビリティ社会の

実現に向けた取り組みを加速させるでしょう。



元記事: https://www.automotivelogistics.media/plant-logistics/bmw-begins-construction-of-

pipeline-to-connect-leipzig-plant-to-hydrogen-grid/2749958

収集日: 2026年10月09日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.automotivelogistics.media/plant-logistics/bmw-begins-construction-of-pipeline-to-connect-leipzig-plant-to-hydrogen-grid/2749958
https://www.automotivelogistics.media/plant-logistics/bmw-begins-construction-of-pipeline-to-connect-leipzig-plant-to-hydrogen-grid/2749958


#08 P2H2のAEM電解槽｜500kWシステムの商業稼働

とコスト削減率

概要

Power to Hydrogen (P2H2)は、ベルギーのアントワープ・ブルージュ港のNextGen

地区で、500kWのグリーン水素生産システムの商業稼働を開始しました。このシステ

ムは、2つの250kW AEMスタックから構成され、このサイズのAEMスタックとして

は初の商業展開となります。年間最大70トンの水素を生産し、平準化されたコストは

約3.86ユーロ/kgと、既存の電解槽技術と比較して約16%のコスト削減を見込んでい

ます。

公開日 2026年10月05日  Hydrogen Central  ベルギー



詳細

主要成果

Power to Hydrogen (P2H2)は、ベルギーのアントワープ・ブルージュ港NextGen地

区において、500kWのグリーン水素生産システムの商業運転を開始しました。この画

期的なシステムは、2つの250kW AEM（アニオン交換膜）スタックで構成されてお

り、このサイズのAEMスタックが商業展開されるのは世界で初めてとなります。

技術・臨床詳細

P2H2が導入した500kWシステムは、最先端のAEM電解技術を特徴としています。

AEM電解槽は、PEM（プロトン交換膜）電解槽とアルカリ電解槽の利点を組み合わ

せ、高効率、低コスト、耐久性を実現します。特に、このシステムを構成する250kW

AEMスタックは、その規模で初めて商業環境で稼働するものであり、技術の成熟度を

示す重要なマイルストーンです。この施設は年間最大70トンのグリーン水素を生産する

能力を持ち、主に地域の顧客に供給されます。さらに、平準化された水素生産コストは

約3.86ユーロ/kgと試算されており、これは既存の電解槽技術と比較して約16%のコス

ト削減に相当します。

背景・業界文脈

アントワープ・ブルージュ港は、欧州における主要な化学・エネルギーハブであり、脱

炭素化と持続可能なエネルギー移行の推進において重要な役割を担っています。

NextGen地区は、循環経済とクリーンエネルギープロジェクトを促進するために特別に

指定されたエリアです。グリーン水素は、産業プロセス、輸送、エネルギー貯蔵など、

多くの分野で化石燃料の代替となる可能性を秘めており、港湾地域の脱炭素化戦略の要

となっています。P2H2の商業生産開始は、この地域のグリーン水素エコシステムの発

展を加速させるものです。



今後の展望

アントワープ・ブルージュ港での500kWグリーン水素生産システムの商業稼働は、

AEM電解技術が大規模かつコスト効率の高いグリーン水素生産において、実現可能であ

ることを明確に示しています。約16%のコスト削減は、グリーン水素の経済的競争力を

高め、産業界での普及を後押しする重要な要素です。この成功事例は、AEM技術のさら

なるスケールアップと、他の港湾や産業クラスターへの展開を促進する可能性がありま

す。P2H2の取り組みは、欧州のエネルギー移行目標達成に向けた重要な一歩であり、

より持続可能な未来への道を切り開くものです。

元記事: https://dataportuaria.com/en/internacional/environment-and-energy/p2h2-launches-

500-kw-green-hydrogen-production-system-at-port-of-antwerp-bruges-356907

収集日: 2026年10月09日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://dataportuaria.com/en/internacional/environment-and-energy/p2h2-launches-500-kw-green-hydrogen-production-system-at-port-of-antwerp-bruges-356907
https://dataportuaria.com/en/internacional/environment-and-energy/p2h2-launches-500-kw-green-hydrogen-production-system-at-port-of-antwerp-bruges-356907


#09 トヨタといすゞの水素燃料電池商用車｜第3世代シス

テムの量産時期

概要

トヨタ自動車は、EV市場での後れを取り戻すため、水素燃料電池車戦略を加速してお

り、その一環として2025年3月にいすゞ自動車と小型電動トラックの共同開発計画を

発表しました。トヨタの最新（第3世代）水素燃料電池システムを搭載し、2028年3

月期までの量産を目指します。この取り組みは、日本の水素インフラ整備と、電気自

動車とともにカーボンニュートラルな物流部門の構築に貢献することを目標としてい

ます。

公開日 2026年10月05日  Asia Times  日本



詳細

主要成果

トヨタ自動車は、電気自動車（EV）分野での競争遅れを挽回するため、水素燃料電池

車（FCV）への投資と戦略を加速させています。この一環として、2025年3月に日本の

トラックメーカーであるいすゞ自動車と共同で、トヨタの最新（第3世代）水素燃料電

池システムを搭載した小型電動トラックを開発する計画を発表しました。このプロジェ

クトは、2028年3月期までの量産開始を目指しています。

技術・臨床詳細

共同開発される小型電動トラックには、トヨタが開発した高効率でコンパクトな第3世

代水素燃料電池システムが搭載されます。このシステムは、従来のFCシステムに比べて

出力密度とエネルギー変換効率が向上しており、商用車に求められる長航続距離や高い

積載能力に対応可能です。いすゞの商用車開発における豊富なノウハウと、トヨタのFC

技術が融合することで、信頼性と経済性に優れたFCVトラックの実現を目指します。量

産化は、いすゞと日野自動車の合弁会社であるJ-バスの工場で行われる見込みで、日本

のサプライチェーン全体での水素関連技術の成熟が期待されます。

背景・業界文脈

世界的な脱炭素化の流れの中で、輸送部門、特に大型商用車の排出量削減は喫緊の課題

です。バッテリーEVは短距離・軽量貨物輸送に適していますが、長距離・大積載貨物輸

送においては、燃料充填時間の短さや車両軽量化の点で水素FCVが優位性を持つとされ

ています。日本政府は水素戦略を推進しており、輸送部門での水素利用拡大は国家目標

の一つです。トヨタは、バッテリーEVとFCVの両方を重要な戦略と位置づけ、特に商

用車分野でFCVの可能性を追求しています。いすゞとの協業は、日本市場およびアジア

市場におけるFCVトラックの普及を加速させる重要な戦略的意義を持ちます。



今後の展望

2028年3月期までの量産目標は、日本の水素インフラ整備に大きな影響を与え、水素

ステーション網の拡大や水素供給コストの低減を促進するでしょう。この小型電動トラ

ックは、物流業界の脱炭素化を推進し、サプライチェーン全体の環境負荷低減に貢献し

ます。さらに、この成功事例は、他の商用車メーカーにも影響を与え、水素FCVの開発

競争を激化させる可能性があります。トヨタといすゞの協業は、単に車両を開発するだ

けでなく、日本が世界における水素経済のリーダーシップを確立するための重要な一歩

となることが期待されます。

元記事: https://asiatimes.com/2026/10/behind-in-evs-toyota-powering-ahead-with-hydrogen-

vehicles/

収集日: 2026年10月09日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://asiatimes.com/2026/10/behind-in-evs-toyota-powering-ahead-with-hydrogen-vehicles/
https://asiatimes.com/2026/10/behind-in-evs-toyota-powering-ahead-with-hydrogen-vehicles/


#10 トヨタ・いすゞの燃料電池バスSora｜航続距離と水

素充填時間

概要

2026年10月9日、トヨタ自動車はいすゞ自動車と共同で、航続距離300kmを超える

新型燃料電池路線バス「Sora」を発売しました。この改良型バスは、コンパクトな燃

料電池（FC）スタック、大容量バッテリーの統合、そして約10分間の迅速な水素充填

時間を特徴としています。新型Soraの導入は、公共交通機関における水素利用の促進

と、脱炭素化社会の実現に向けたトヨタの取り組みを加速させるものです。

公開日 2026年10月09日  Japan Corporate News  日本



詳細

主要成果

2026年10月9日、トヨタ自動車はいすゞ自動車との共同開発により、改良型燃料電池

路線バス「Sora」の発売を発表しました。この新型Soraは、大幅に向上した300kmを

超える航続距離を誇り、さらに約10分という短時間での水素充填を実現しています。車

両にはコンパクトに設計された燃料電池スタックと大容量バッテリーが統合されてお

り、公共交通機関における水素モビリティの実用性と利便性を大きく高めるものとして

注目されています。

技術・臨床詳細

新型Soraバスは、トヨタが培ってきた燃料電池技術を基盤とし、いすゞの商用車開発ノ

ウハウが融合されています。航続距離の300km超という性能は、多くの都市内路線バス

ルートをカバーするのに十分であり、従来のディーゼルバスからの置き換えを現実的な

ものとします。約10分の水素充填時間は、運行スケジュールへの影響を最小限に抑え、

高い稼働率を維持することを可能にします。これは、電動バスの充電時間と比較しても

大きな優位性となります。搭載される燃料電池スタックは、更なる小型化と高効率化が

図られ、車両全体のスペース効率と重量配分の最適化に貢献しています。また、大容量

バッテリーとの組み合わせにより、回生エネルギーの効率的な利用や、一時的な高出力

要求への対応が可能となり、システム全体の安定性と経済性を向上させています。

背景・業界文脈

世界的に脱炭素化の動きが加速する中で、公共交通機関におけるゼロエミッション化は

重要な課題となっています。特に都市部の路線バスは、排出ガスによる大気汚染や騒音

問題の要因となるため、燃料電池バスへの転換は喫緊の課題とされています。トヨタ

は、水素社会の実現を長期的な目標に掲げ、燃料電池自動車「MIRAI」をはじめとする

水素技術の開発を積極的に進めてきました。いすゞとの協業は、商用車分野における水

素技術の普及を加速させる戦略的な意義を持ちます。多くの都市が排出ガス規制を強化

する中、新型Soraのような高性能燃料電池バスは、地方自治体やバス事業者にとって

魅力的な選択肢となり、水素インフラの整備と相まって、市場への浸透が期待されま

す。



今後の展望

新型Soraの発売は、日本の公共交通機関における水素燃料電池バスの普及を大きく前

進させるでしょう。航続距離と充填時間の改善は、運行事業者にとっての導入障壁を低

減し、導入後の運用コストや環境負荷の削減に貢献します。今後は、国内外での導入事

例の増加、水素ステーションネットワークのさらなる拡充、そして燃料電池システム自

体のコストダウンが、この技術の普及を決定づける要因となります。トヨタといすゞの

連携は、商用車分野における水素技術の標準化やサプライチェーンの強化にも繋がり、

将来的な水素トラックやその他の商用車への応用展開も視野に入っています。投資家

は、水素関連技術や燃料電池のサプライヤー、そして水素インフラプロバイダーの動向

に注目する必要があります。

元記事: https://www.tradingview.com/news/tradingview:28fdfd7983059:0-toyota-motor-

corporation-launches-new-hydrogen-fuel-cell-route-bus-sora/

収集日: 2026年10月09日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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#11 DynElectroのSOECスタック｜25,000時間稼働

の耐久性と劣化率

概要

DynElectroがソリッドオキサイド電解槽（SOEC）スタックの耐久性において新たな

世界記録を樹立しました。同社の特許取得済みAC:DC技術を統合したダイナミック電

解槽ユニット（DEU）は、70セルのSolydEraスタックを用いて750℃、-0.5 A/cm²

の安定したAC:DC運転下で25,000時間（約2.9年）の稼働を達成し、劣化率は

0.05%/khという驚異的な低水準でした。この成果は、高効率かつ長期安定稼働が可

能なSOEC技術の商業化を大きく加速させ、グリーン水素製造の経済性と信頼性を飛

躍的に向上させるものです。

公開日 2026年10月05日  Hydrogen Central  デンマーク



詳細

主要成果

DynElectroは、ソリッドオキサイド電解槽（SOEC）スタックの耐久性において、70

セルのSolydEraスタックが750℃、-0.5 A/cm²の条件で25,000時間（約2.9年）の運

転に成功し、劣化率0.05%/khという極めて低い値を記録しました。この成果は、

SOEC技術の商業化に向けた重要なブレークスルーであり、グリーン水素製造の信頼性

と経済性を大きく向上させるものです。

技術・臨床詳細

この世界記録は、DynElectroが独自に開発した特許取得済みのAC:DC技術を統合した

ダイナミック電解槽ユニット（DEU）によって達成されました。DEUは、電力網の変動

に柔軟に対応しながらも、電解槽スタックを安定した条件下で運転することを可能にし

ます。試験は70セルのSolydEraスタックを使用し、750℃という高温環境、かつ-0.5

A/cm²という電流密度下で行われました。25,000時間という長期間にわたる安定稼働

と、これまでにない低劣化率は、SOECシステムの寿命とメンテナンスコストに関する

懸念を大幅に軽減するものです。この技術は、再生可能エネルギー源からの断続的な電

力供給に適応し、効率的な水素生産を可能にします。

背景・業界文脈

グリーン水素は、脱炭素化社会を実現するための重要なエネルギーキャリアとして注目

されています。SOECは、高温で作動するため、従来の低温電解技術（PEMやアルカリ

電解）に比べて高い効率で水素を製造できる利点があります。しかし、その耐久性と長

期安定稼働が商業規模での導入における課題とされてきました。今回のDynElectroの

成果は、この耐久性に関するボトルネックを解決するものであり、SOEC技術が再生可

能エネルギーと統合され、安定かつ経済的にグリーン水素を大量生産する道を開きま

す。



今後の展望

DynElectroは、この技術を欧州各地の複数のパイロットおよび商業プロジェクトに展

開しており、その実証が進行中です。この世界記録達成は、投資家や産業界がSOEC技

術への信頼を高める上で強力な根拠となり、グリーン水素製造のコスト削減と規模拡大

に貢献するでしょう。特に、製鉄、化学、アンモニア製造といった高温プロセスを必要

とする産業分野での水素需要増加に対応するため、高効率で耐久性の高いSOEC技術の

重要性はますます高まります。DynElectroの技術は、これらの産業における脱炭素化

目標達成を加速させる上で、中核的な役割を果たす可能性があります。

元記事: https://hydrogen-central.com/dynelectro-sets-new-world-record-for-solid-oxide-

electrolysis-stack-durability25000-hours-with-near-zero-degradation/

収集日: 2026年10月09日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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